













































（Zhang et al. Nature 372, 425-432 （1994） より引用）
図 1．レプチン遺伝子異常
 
               （<JCPI et CN. 0CtWre 372, 425432 (1994) より引用） 
2）自分の遺伝子型を調べてみよう
2010年からは、受講生自身の唾液から DNAを抽出し、遺伝子型を調べる実験教室に切り替えた。













 9：30－ 10：00 受付（松本大学６号館２F　生理学実験室（624）前集合）
10：00－ 10：30 開講式（あいさつ、オリエンテーション、科研費の説明）





















































































1年生 2年生 3年生 小計 1年生 2年生 3年生 小計 合計
2008年 1 0 4 5 0 0 5 5 10
2009年 1 0 0 1 0 0 8 8 9
2010年 1 0 3 4 0 0 13 13 17
2011年 0 3 2 5 3 2 13 18 23
2012年 0 0 0 0 0 1 4 5 5
2013年 3 0 3 6 1 0 10 11 17
計 6 3 12 21 4 3 53 60 81
（5）院生・学生に対する教育効果について










2008年 5 ― ―
2009年 2 3 ―
2010年 2 3 ―
2011年 3 3 1
2012年 3 2 ―
2013年 3 2 ―




実施代表者の山田が 2013年 9月 1日に、学振理事長名で「ひらめき☆ときめきサイエンス推進
賞」を受賞した。この表彰は、ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～
KAKENHI（研究成果の社会還元・普及事業）において継続的にプログラムを実施し、我が国の将
来を担う子どもたちの科学する心を育み知的好奇心の向上に大きく貢献した研究者を讃えるととも
に、科学研究費助成事業による研究成果を積極的に社会・国民に発信することを奨励することを目
的としたもので、5回以上開催した実施代表者に対して 2013年度から贈呈されることになったも
のである。賞状とともに記念品として立派なメダル等もいただいた（写真 11）。実験教室をはじめ
たときには、地道に 10年間だけは続けようという思いだけであったが、思いもかけない賞をいた
だけた。学振のトップがこのような草の根の地味な活動に光をあててくれたことに感謝している。
 
（７）おわりに 
謝辞
  
写真 11．ひらめき☆ときめきサイエンス推進賞
（7）おわりに
2014年も採択されたため、実験教室を開催できることとなった。本事業は、国民の税金を使用
させていただいて、科学技術立国を推進していく次の世代に向けて、研究のおもしろさを伝える機
会を地方でも設けられること、院生・学生がいつもと違う指導する立場になることで教育的効果が
得られることなど研究機関である「大学」という場を利用して、教職員も含めて様々な人に影響を
及ぼすことができる素晴らしい事業だと思っている。山田以外にも新たに科研費を獲得できた実施
者もいるため、今後もこのような実験教室を続けていくことで、本学から少しずつでも科学の裾野
を広げていきたいというのが実施者全員の共通した思いである。
謝辞
ひらめき☆ときめきサイエンスの実験教室を開催するにあたり、関係してくださったすべての
人々にこの場を借りて深謝する。
